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岡留研究室
⼈⼯知能研究室
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岡留研の特徴

l ⼈⼯知能を⽀える技術そのものの研究開発
l 機械学習の新しい技術の研究開発

l ヒューマノイドロボットを知性化する技術

l コンテンツを⾃動⽣成する新たな技術

l 技術を⾝につけて卒業していただく，のがモットー．
l 技術の最適性を保証するための数学能⼒
l 技術を実現するプログラミグ能⼒
l 機械学習全般を深く学ぶことに
よって培われる適応⼒

Not AI を使ったXXX.
Not DLを使ったYYY.
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⾝に付く技術1例︔時空間パターン抽出技術
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⾝に付く技術1例︔時空間パターン抽出技術

• 過去にとれた地点の情報を
収集： その地点の

課題
• どの山のどこで松茸が，
もっとも多く採れるか

Ø とれた本数
Ø 土の成分
Ø 赤松の密度
Ø 日照時間
Ø 雨量

アプローチ
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ガウス過程回帰︓時空間パターンの抽出技術

場所 x1, ･･･, xN と，対応する松茸の本数 tN = (t1, ・・・, tN)Tが与えられて
いるとき，任意の場所 xN+1に対する松茸の本数 tN+1を予測する．
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k = k(xn , xN+1)

c = k(xN+1, xN+1)+ β
−1

   m(x N+1) = kTCN
−1t

   σ
2(x N+1) = c − kTCN

−1k

    N (tN+1 |m(x N+1),σ 2(x N+1))

場所 xN+1の松茸本数の
平均値

場所 xN+1で，松茸がtN+1本はえてる確率

ガウス分布
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ここ掘れワンワン
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岡留研で身につくその他の技術

l エラーによる損失を最⼩に抑える技術（ベイズ決定則）

l 普通では分類できないことを分類可能に（カーネル法）

l センサーデータや⾃然⾔語に現れる依存関係をもつデータの解析
（時系列解析）

などなど，

機械学習，センサデータマイニング等，人工知能関連技術
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昨年の研究テーマを1つ紹介
画像フュージョン； Deep Learningを進化させる

Reconstruction loss

Discriminat
or

Perceptual Network

Adversarial loss

Content perceptual loss

Style perceptual loss

or

電子情報通信学会論文誌D

「潜在変数空間内の演算による
顔画像の融合」, 2020/5
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サンプリング確率 = 重要度...
拡張
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択
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現在の研究テーマを1つ紹介
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非調和学習； Deep Learningを進化させる

拡張

国内特許申請済み； 外国特許申請予定
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本⽇の話を聞いて，⾯⽩そうだな，と
思ったかたは⾒学⼤歓迎 です．

どんな技術が⾝につくかを語らせていただきます．
５号館２階です．
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幸福への扉

岡留研究室の扉
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